
 

 

 

 

 

 

 

山形県スポーツ少年団指導者・育成母集団研修会＜１１月１５日（土）＞ 
 

 
 鶴岡市の東京第一ホテル鶴岡で、スポーツ少年団における指導者の資質向上と育成母集団の活性化

を図るため、桐蔭横浜大学大学院スポーツ科学研究科の教授であり一般社団法人スポーツフォーキッ

ズジャパンの代表でもある渋倉崇行（しぶくら たかゆき）氏を講師にお招きし、標記研修会を開催

しました。講演では「スポーツの意義と指導者の役割」や「選手の成長を導くコミュニケーションス

キルの獲得」について学び、ワークショップでは「一方向と双方向のコミュニケーション」について

実際に体験しました。 

   
この研修会は県内のスポーツ少年団指導者と育成母集団（保護者）が一堂に会する機会となってお

り、指導者にとっては指導者資格の更新に関わる貴重な機会となっています。今回は開催地となった

鶴岡市を中心に、県内各地から約１７０人が参加しました。子どもと関わる様々な場面で生かすこと

ができるスキルを、和やかな雰囲気の中で学ぶことができました。（担当：志田） 
 

放課後子ども指導者等研修会③＜１２月２日（火）＞ 
 
 

 

庄内総合支庁講堂で標記研修会を開催しました。講師として山形県立朝日学園児童心理療法専門員で、

公認心理師・臨床心理士の五十嵐哲朗（いがらし てつろう）氏をお招

きし「愛着や関係性に課題を抱えた子どもの育ちを広げるかかわりに

ついて」というテーマでご講演いただきました。前半は「護り」「護られ

ている」という関係性が安定して保たれていることで「愛着関係」が育

まれていくこと、後半は愛着や関係性に課題を抱えた子どもたちへの

具体的なかかわり方について学びました。参加者のアンケートから感

想を一部紹介します。 

〇好ましくない行動をする子と適切な対応や行動について一緒に考え、頑張っていることを認め、自分は大丈

夫だと思ってもらえるように、できることを頑張っていきたいです。 

〇つまずきや傷つきを抱えている子どもがいることを理解しながら「育ちを広げる」ための支援をしていけるよう

に、自分自身も心にゆとりを持ち、日々、子どもに接していきたいと思いました。 

〇普段接している子どもたちの中で、人との関わりがうまくできない子が増えてきているように思い、今回の講

話を聞いて、接し方のヒントがいくつかあったので、試してみたいと思いました。（担当：藤田） 

 

郷土の魅力発見・体験プログラム普及事業＜７月～１２月＞ 

 

 

 

郷土の魅力発見・体験プログラム普及事業は、地域の良さを体感でき

るプログラムを中学生が小学生に向けて企画・実践することを通して

郷土愛を育むことを目的とした事業です。今年度は遊佐町の吹浦まち

づくり協議会の皆さんと進めました。 

７月２８日（月）に第１回企画会議を行いました。プログラムを企画

したいと意思表示をしてくれた吹浦地

区に住んでいる中学生１２名が参加。体験プログラムの内容についてグ

ループで話し合い、その結果、吹浦地区の魅力を「食」で伝えるプログ

ラムを実施していく方向性に決まりました。その後、３回企画会議を重

ね、アイシングクッキー（粉砂糖と卵白を混ぜ合わせた「アイシング」

というクリームでデコレーションされ

たクッキー）に描くデザインを通して小

学生に吹浦地区の魅力を伝えていくことが決まりました。デザインは①

アマハゲ②丸池様③花笠舞の３つとなり、そのデザインも中学生が考案。

企画会議を通して意欲的に自分の考え

やアイディアを出し合う中学生たちの

姿がとても印象的でした。 

１２月７日（日）には事前準備会を実施し、花笠舞のクッキーに飾り

付けるパーツ作りも行いました。１２月１４日（日）のプログラム本番

は、中学生の進行でスタートしました。最初にアイシングクッキー作り

の講師から小学生に作り方の説明があり、その後グループに分かれアイ

シングクッキー作りを実施。小学生をサポートする中学生は４グループに分かれ、優しく声をかけなが

ら丁寧に教える姿が見られました。アイシングクッキー作りが終わった後は、中学生が考えた「吹浦の

魅力」クイズ大会を行い、プログラムは大成功に終わりました。 

今回参画してくれた中学生の感想を紹介します。 

〇何回も企画会議を重ねて、自分たち  

も改めて吹浦地区の良さを見つける  

ことができました。プログラム本番 

も小学生の笑顔が見られて嬉しかっ 

たです。 

〇学校の行事だけでなく、もっと地域の行事にも参加したいと思ってい

たので、とてもよい機会になりました。またこのような機会があれば参加したいです。 

プログラムの企画から運営まで中学生が中心となって進めました。今回のプログラムをきっかけに

中学生たちが地域活動に積極的に参加してくれることを期待しています。（担当：櫻井） 

 

 
 
 

 

庄内教育事務所 社会教育課 

【公式】Instagram 
各種研修会、事業等の情報をお届けします！ 
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